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神戸市立王子スポーツセンター体育館

第１回 神戸市子ども会連合会

ドッヂビー大会
日

2018
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　秋晴れの日、神戸市立王子スポーツセンター体育館の周辺の紅
葉は、とても美しい限りでした。初めてのドッヂビー大会です。
参加者は低学年 17名、高学年 26名の 43名でした。開会式の
後、広い体育館は、ディスタンス・ディスゲッター・練習場所の
３つに区切られ子どもたちは練習をした後、ディスタンスにのぞ
みました。早くに感覚をつかんだお子さんは、遠くまで飛ばせて
いました。優勝記録は低学年 15ｍ 85㎝・高学年 17ｍ 30㎝で
した。ディスゲッターは５回投げてパネルを打ち抜く競技ですが、

子どもたちは横投げがうまくいかないので、縦投げならばと挑戦
しましたが、上手くは飛びませんでした。パネルが飛ぶと戻すの
も大変で、６と９が入れ替わったりで見ている方も楽しい時間で
した。コツをつかんだ子は遠くまで飛ばすこともでき、威力も強
くパネルもうまく打ち抜くことができました。みんな初めての体
験にとても楽しそうでした。子どもたちのやり取りもほほえまし
く、楽しい笑顔いっぱいの１日でした。表彰式ではメダルをかけ
てもらった人が、とても誇らしげでした。

ディスタンス（飛距離競争）何メートルとばせるかな？

ディスゲッター（数字的あて）９点の的をねらうぞ 表彰式

第１回 ドッヂビー大会 表彰結果

ディスタンス
低学年の部

優　勝 赤井　優斗（セイワ子ども会）
準優勝 高野宗一郎（青い鳥子ども会）
３　位 辰巳　蒼涼（GOINOIKE 高取山町１丁目子ども会）

ディスタンス
高学年の部

優　勝 米虫　　彩（青い鳥子ども会）
準優勝 山口　　匠（青い鳥子ども会）
３　位 松本　心優（春日子ども会）

ディスゲッター
低学年の部 優　勝 辰巳　蒼涼

（GOINOIKE高取山町１丁目子ども会）
ディスゲッター
高学年の部 優　勝 米虫　　彩（青い鳥子ども会）
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　秋晴れの日、今年の稲刈りには102名の
参加がありました。他に大阪からの稲作体
験グループもきていて、上大沢ふれあい会
館の前の広い駐車場が車でいっぱいになり
ました。
　開会式はジュニアリーダーの司会により
進行。会長・委員長の挨拶の後、地元の北
本さんから、稲刈りのコツを分かりやすく、
鎌（かま）や稲束（いなたば）の実物を使っ
た説明を受けました。鎌はよく切れるのでケ
ガをしないよう、稲の根本をつかんで鎌で
一気に切り取るコツや、刈った稲束をくるく
るっと回してわらしべでしばる方法などを教
えて頂きました。
　ジュニアリーダーたちの誘導で、田植えを
した田んぼへ移動し、横一列に並んで稲刈
りがスタ－ト。田んぼは少し湿っていました
が、どの家族もみんな懸命に、慣れない鎌
を使って、稲刈りに挑戦しました。稲の根本

から鎌で一気に刈り取るコツを覚えると、子
どもたちも面白くなって競争の様にどんどん
刈り取っていきました。刈った稲束をわらし
べでしばるのは少し難しかったようですが、
しばる手さばきがお父さんお母さんの腕の
見せ所でした。鎌でケガする子どももなく、
稲刈り体験ができた満足感がありました。
　前回のカカシ作りからずっと田んぼの稲を
守ってくれていたカカシたちを外して解体し
ました。カカシさん、お疲れ様でした。刈り
取った稲は、次回の収穫祭までに精米して飯
ごうすいさんできるようにして、収穫の玄米
も配られます。収穫祭が楽しみですね。
　稲刈りのあとは、車でイモ畑に移動し、家
族でイモ掘りを楽しみました。イモを傷つけ
ないように、スコップで遠巻きに掘り出すコ
ツを覚えました。楽しい色々な新しい体験の
できた、よく晴れた稲刈り日和の一日でした。

※わらしべ→わらの茎 一本のこと

　気持ちのよい秋晴れの一日　北区淡
お う ご
河町の青少

年公園で、収穫祭を開催。10時開会し31家族
108名の参加とジュニアリーダーや看護師等、ス
タッフ27名の計135名が集まりました。
　山本実行委員長の挨拶の後、リーダーから飯ご
うの使い方がレクチャーされると、参加家族はそれ
ぞれ割り当てられたかまどで火をおこして、ご飯を
炊く作業に取りかかりました。自分たちで炊いたご
飯でアイデアおにぎりを作り47作品が並びました。

審査の結果　最優秀・アイデア・優秀の3作品に
表彰状が贈られました。どの作品もよく考えていて
食べるのがもったいないくらい、見ていて飽きませ
んでした。
　すでにできあがっていた豚汁やローストビーフも
いただき　秋の実りに感謝し　思い出に残る1日を
終えました。
　参加者のサポートや片付けなど動いたリーダーた
ちにも感謝！頑張りました。

稲刈り

収穫祭

北
き た く

区上
かみおおぞう

大沢 2018/10/20/土

神戸青少年公園 2018/11/18/日

里 山 体 験 ④

里 山 体 験 ⑤

慣れない鎌もすぐ上手に　家族で稲刈りに挑戦！

ぴよぴよおにぎり

まっくろくろすけと熊
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●みんなでキャンプ！
　こべっこランド４階に、集合しました。受付、班分けをして出
発式です。
　会長挨拶のあと、育成部長より、「朝ご飯を食べた人？」……何
人かは、「食べてない」「おにぎりだけ」との返事。今回のキャンプ
での約束は、「朝食は、５色の食材を大切に食べること」、「仲間外
れを作らないこと、一人でいたら必ず、声をかけること」でした。
　スタッフの自己紹介（参加リーダー９名）や、班のみんなが集
まった時は、大きな声で「バディ～レディ～ゴー①②③④⑤」と、
人数の確認をするように、練習しました。この号令は、子どもた
ちが、キャンプの間、楽しみにした一つでした。
　10時にバス２台で出発しました。今回の目標は、「優しさと、
切り替えの早いリーダーをめざそう」でした。12時過ぎに国立
淡路青少年交流の家に到着。
　緑の自然に囲まれた木陰の中で、お弁当をいただきました。そ
のあと、入所式、施設によるオリエンテーションもありました。
　14時にプログラムが始まりました。ゲームでアイスブレイク
をして、ミニチュアストーンクラフト用の石を拾いに海岸にいき
ました。拾った石でそれぞれ想像力を発揮し、かわいい動物や船
や家ができあがりました。作品は大切に梱包し家族へのおみやげ
になりました。

　石拾いの時、台風の影響か海はすごい波で「波にさらわれる」
という事が納得できるくらい自然の脅威を感じました。
　夕食をすませたあとは待ちに待ったキャンプファイヤーです。
ゲームではみんなのノリもよく、さすがサブリーダーと言える活
動でした。ファイヤーの最後はリーダーが、残り火できれいな星
形を作りました。夜は、みんなぐっすりねむりました。
　２日目、朝のつどいのリーダーのあいさつはすばらしいもので
した。プログラムのグリーンサファリは、木の名前を捜してみつ
けるスタンプラリーで、各グルー
プが色々な植物を捜して園内を回
りました。大きなキチキチバッタ
を見つけたり、アケビもなってい
ました。プログラムの最後はリー
ダー達がダンス「ビューティフル
ナウ」を披露しました。ダンスの
構成もリーダーたちで考え何度も
練習し最高の仕上がりでした。
　昼食も食べ、片づけも済まし振
り返りのつどいでは、感想文に
「リーダーになりたい」と、書いて
いました。天気も良く、やる気いっ
ぱいの研修でした。

　神戸市からは指定都市表彰を受けられた５名のみなさまと理事
たち 18 名の計 23 名で参加しました。全体では 180 名の参加
でした。
　開会式では、主催者挨拶や行政来賓の祝辞の後、表彰式が行わ
れました。続いて天野鎮雄・山田昌ご夫妻（ともに現役の俳優）
のお話があり　｢俳優業は言葉を大切に理解できる｣ と話され、
そのなかで「やっとかめ」という名古屋弁＝（久し振り）を教わ
ることができました。
※ 八（や）十日（とうか）目 　 やっとかめに あったさんへ 行ってきた
　　　　　　　　　　　　　（久しぶりに 熱田神宮へ行ってきました）
　次に２会場に分かれ、地区推進研究会、ものづくり体験（木の
実で作る飾り、切り絵、名古屋友禅のコースター、立体折り紙、
松かさツリー）を楽しみました。
　今大会では、災害にみまわれた広島市、札幌市に神戸市を始め
各都市から義援金が贈られました。
　２日目は ｢日本で一番子どもを応援するマチ ナゴヤ｣ と題し
河村たかし氏（現名古屋市長）の記念講演がありました。第一声
は「何事もすいません」と自分の責任を認識して進まないと物事
は進んでいかないもの。そしてナゴヤは学校にスクールカウンセ

ラー・キャリアカウンセラーをおいて子どもを大切に考えてい
る。」と力強く発言されました。子どもには ｢何になりたいの？
｣ と聞かず「何が好きなの？｣ と聞いてやりたい。子どもはお客
様・先生はアドバイザーだと考え、｢優秀｣ と ｢立派｣ は違うな
ど河村氏らしい言葉が続きました。最後に、行政も子ども会もと
もに、皆で子どもの人生を応援していきましょうと締めくくられ
ました。あっという間の１時間でした。
　閉会式では、名古屋市から次期開催都市の神戸市へ大会旗の引
き継ぎが行われました。
　次期の神戸大会へのさらなる躍進を託され、次年度へのスター
トの第１歩だと改めて心ひ
き締まる思いでした。来年
は神戸市で ｢第 56回指定
都市子ども会育成研究協議
会｣ が行われます。
　閉会後は、平成 30年６
月に完成した名古屋城本丸
御殿を見学して２日間の行
程を終えました。
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国立淡路青少年交流の家 2018/９/16/日～17/月㊗
サ ブ リ ー ダ ー 研 修

第55回 指定都市子ども会育成研究協議会名古屋大会 名古屋市中区役所ホール　名古屋東急ホテル

基本テーマは｛子ども会はひとづくり（仲間）・物作り（体験）｝～子ども会の未来を語ろう～H30.11.23～24
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リーダーによるダンス
「ビューティフルナウ」
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◆ 入　選
小　川　篤　斗 東灘区 はまいしやキッズ
佐々井　那　月 東灘区 ふたば子ども会
松　村　知　穂 東灘区 ふたば子ども会
加　藤　優　那 灘　区 河 原 子 ど も 会
河　野　　　響 灘　区 春 日 子 ど も 会
川　端　風　菜 灘　区 河 原 子 ど も 会
千　葉　結　珠 灘　区 河 原 子 ど も 会
濵　田　　　涼 中央区 中 二 子 ど も 会
髙　瀨　紗　英 兵庫区 ゆめよし子ども会
髙　梨　莉　央 兵庫区 愛 信 子 ど も 会
森　　　海　心 兵庫区 ゆめよし子ども会
森　　　太　陽 兵庫区 ゆめよし子ども会
沖　　　しずく 北　区 花山手子ども会
谷　口　未　姫 北　区 カンガルー 21子ども会

森　岡　　　勝 東灘区
井　上　幸太郎 東灘区
長　束　幸　造 東灘区
村　中　夕　貴 中央区
杉　本　直　美 中央区

◆神戸市子ども会連合会会長賞（グランプリ）
坂　下　優　奈 北　区 星和台子ども会

フ ァ イ ブ フ ィ ッ シ ュ ク ラ ブ 東灘区
呉 田 地 区 子 ど も 会 東灘区

平成30年度　神戸市子ども会連合会会長表彰

今年度のテーマは「好きなスポーツ」。幼児から中学生まで合計111点のご応募がありました。た
くさんの作品の中から下記の方々が入選され表彰式が平成31年１月27日こべっこランド７Fホー
ルで行われました。受賞された皆様おめでとうございます。

展示のお知らせ

第 20回　神戸市子ども会絵画コンクール

個　　　　人 団　　　　体

東灘区　２月  育成者研修会
灘　区　２月 15日（金） 指導者研修会
中央区　３月   ３日（日） 区子連ボウリング大会
兵庫区　２月 17日（日） 第 13回キッズフェスタ
北　区　２月 17日（日） 耐寒登山
長田区　２月 23日（土） 親子ボウリング大会
須磨区　３月 17日（日） 育成者研修会
垂水区　１月 14日（月・祝） 新春防災たこあげ大会
西　区　２月 17日（日） ダブルダッチ体験

主要行事これからの各区子連の ご案内年度後半の行事
１月 27日（日）
◆ 市子連・絵画コンクール表彰式

　　 神戸市総合児童センターこべっこホール
２月３日（日）
◆第６回キンボール大会

　　 新長田勤労市民センター体育館
３月３日（日）
◆サブリーダー研修③

　　 デイキャンプ・飯ごう炊さん
　　 しあわせの村

神戸市子ども会連合会会長賞
坂下　優奈さんの作品

神戸市長賞
植田　勝士くんの作品

◇平成31年1月27日㈰～2月9日㈯
神戸市総合児童センター１階エントランス

◇平成31年３月21日㈭～３月29日㈮
　花時計ギャラリー（さんちか通路）

浦　濱　美智子 兵庫区
吉　川　早　苗 兵庫区
小　池　真希子 兵庫区
木　下　健　次 須磨区
宮　田　英　信 須磨区

中小路　雄　也 須磨区
東　條　達　也 須磨区
清　水　統　子 垂水区

◆神戸市長賞
植　田　勝　士 北　区 星和台子ども会

◆ 神戸市子ども家庭局長賞
中　村　も　も 北　区 花山手子ども会
村　上　怜　央 垂水区 天ノ下子ども会

◆ 神戸市教育委員会教育長賞
千　葉　康　輔 灘　区 河 原 子 ど も 会
木　虎　大　河 長田区 GOINOIKE 高取山町１丁目子ども会

◆ 神戸市社会福祉協議会理事長賞
清　末　結　心 東灘区 ふたば子ども会
濵　田　　　優 中央区 中 二 子 ど も 会
泉　　　咲　羽 北　区 花山手子ども会
◆ 神戸市総合児童センター所長賞
小　川　琉　斗 東灘区 はまいしやキッズ
山　下　千　賀 東灘区 ふたば子ども会
小　原　千　宙 灘　区 河 原 子 ど も 会
坂　下　和　香 北　区 星和台子ども会
宿　野　こころ 北　区 花山手子ども会
◆ 神戸市子ども会連合会文化部長賞
新　納　柚　子 東灘区 ふたば子ども会
小松原　ももな 東灘区 魚 崎 子 ど も 会
古　家　彩　帆 中央区 中 二 子 ど も 会
森　岡　文　香 兵庫区 東出町子ども会
安　達　優　花 兵庫区 東出町子ども会

宮　田　規　恵 西　区
近　藤　正　広 中央区

兵庫県自治賞 指定都市子ども会育成研究協議会表彰
柴　田　征　三 東灘区
浅　野　正　運 中央区

野　村　則　彦 兵庫区
山　田　禎　久 兵庫区

中　島　由美恵 兵庫区
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